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I はじめに

県民の食品安全確保を目的として，県内の水銀による

環境汚染の実態を把握するため，昭和49年度は県沿岸

産魚介類並びに，県内で市阪されている県外産魚介類中

の総水銀について調査を行ったので，その結果を報告す

る。

:n: 調 査 方 法

県沿岸産魚介類については地域差を知るため，県内を

県北（岩館地区），中央（男鹿地区），県南（象潟地区

）に区分し，昭和49年3月から昭和so年2月まで採取し

た魚介類を対象とした，サンプリング方法については，

厚生省の通知に従った。

試験方法は試料を酸素ボ‘ンプ法で燃焼後還元気化原子

吸光法で定漿した。

I 調査結果

県沿岸産魚介類38件中，最高値は0.14ppm （サメ），

最低値は O.Olppm （テリ等）で乎均値は 0.04ppm であ

る。さらに地域別では県北地区平均値0.04ppm,中央地

区乎均値0.04ppm, 県南地区平均値0.03ppm で何れも

暫定的規制値0.4ppmを下回っている。

県外産魚介類14件中，最高値0.14ppm （キンキ‘/),

最低値O.Olppm （イワシ等），平均値0.0Sppm で同じ

＜暫定的規制値0.4ppmを下回っている。 魚種別の調宵

結果は表 1に示す通りである。
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W 結 語

県内市阪魚介頬についてその安全性は一応確認され

た。しかし県民の人体汚染の最大原因と目される魚介類

摂取量が，全国平均より上回っている現状を重視し， 1)

今後も追跡調査をする必要があると思われる。

また県沿岸産魚介頬の地域差は明確に見られなかった

が，検休数が不充分な地域もあったので， 50年度も継続

調査する。
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資料 l)昭和48年度国民栄養調査成績
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